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◇研究目的 
  中枢神経系疾患の病態と発症機構に関する薬理学的研究を行うとともに，和漢薬をはじめ，
複合成分からなる薬物の薬効に関する計量薬理学的評価，作用本体の追求および分子レベルで
の作用機序の解明を目的とした研究を行っている。 
  
◇研究概要 
Ⅰ) 中枢神経系疾患の病態と発症機構に関する基礎研究 
 1) 心理的ストレスで起こる異常行動および薬物応答性変化の神経機構，神経ステロイドをはじ
めとする神経機能修飾因子の役割に関する研究と軽度発達障害モデルとしての応用 
2) 病態モデルにおける神経伝達物質等の内在性因子や天然薬物成分の脳内動態に関する研究 
Ⅱ) 複合薬物およびその成分の中枢作用に関する神経薬理学的研究 
 1) 認知症病態の in vivo および in vitro モデル系における和漢薬および和漢薬成分の抗認知症作
用と神経保護作用の評価ならびに作用分子機構の解明 
2) 認知症進行を抑制する神経細胞保護薬および GSK3β 阻害薬の開発を志向した伝統薬物・民
族薬の薬理作用の探索と作用機序の解析 
3) 神経伝達受容体の機能解析および受容体作用薬の分子機構に関する電気生理学的・生化学的
研究 
Ⅲ) 和漢薬理論に対するエビデンスの付与とその理論を利用した病態関連因子の単離，機能
解析，和漢薬作用に関する研究 
 1) 分子的視点に基づく分析的解析法と全身的視点に基づく統合薬理学的手法の両面からの和
漢薬理論（五行論，対薬等）へのエビデンスの付与 
2) 遺伝子導入細胞を用いた神経伝達機能に及ぼす和漢薬作用およびその分子的機序に関する
リアルタイム解析 
3) 和漢薬理論を基盤としたうつ病態関連因子の同定と単離，その発現制御による動的機能解
析，ならびに複合薬物薬理学的視点に立脚した和漢薬作用の解析 
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的治療の研究」および「釣藤散の抗うつ作用および抗認知症作用に関する研究」, 2012～ 
 2) 矢部武士 博士:摂南大学薬学部, 「隔離飼育動物モデルにおけるエピジェネティックな精
神神経性障害の発症機構解明と薬物（和漢薬）制御」, 2014～ 
 3) 野口博司 博士, 梅原薫 博士: 日本薬科大学, 静岡県立大学薬学部, 「Phytoestrogen miroestrol
の抗認知症および抗ストレス作用に関する研究」, 2013～ 
 4) 荒木良太 博士: 摂南大学薬学部, 「精神疾患モデル動物のエピジェネティクス異常に対す
る和漢薬の作用の解析」, 2016～ 
海外  
 1) Yaowared Chulikhit 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「タイ薬用植物の抗認知症効果とそ
の作用機構に関する神経薬理学的研究」, 2010～ 
 2) Supawadee  Daodee 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「タイ薬用植物含有成分の薬物動態
に及ぼす影響」, 2018～ 
 3) Orawan Monthakantirat 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「更年期障害改善活性を有する
タイ薬用植物，ナガエツルノゲイトウに関する分析化学的研究」, 2018～ 
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 1) 平成 30 年度学長裁量経費, 重点配分・機能強化（東田道久）50 万円 
 2) 平成 29 年度 公益財団法人小林国際奨学財団, 研究助成（代表：藤原博典）「自閉症スペ
クトラム障害の新規発症抑制因子である神経ステロイド allopregnanolone のエピジェネ
ティクス制御および和漢薬作用に関する研究」150 万（2 年目） 
 3) 平成 30 年度共同研究・共同研究推進事業による「共同研究公募」（分担：藤原博典）16
万 
 4) 平成 30 年度学長裁量経費, 部局長リーダーシップ支援経費による論文発表支援（藤原博
典）10 万 
 5) 平成 30 年度学長裁量経費, 部局長リーダーシップ支援経費（藤原 博典）15 万 
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 薬学部 5 年生：小濱寛之 
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